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 要 旨   

COVID-19のインドの最初の症例は 2020年 1月 30日にケーララ州で確認、3月 12日に

はコロナウイルスによる初の死者が発生し、以来 4月 21日までに 46433人が感染、1568人

が死亡した。3月 25日から 4月 14日までの 3週間ロックダウンが全土で行われ、その後 5

月 3日まで期間延長となった。ロックダウンにより、アルコール離脱症候群（AWS）による

アルコール依存症が増加した。 

5月 5日、少なくとも 23人が自殺、AWS関連の自殺企図も確認された。全てインド南部

で起こった。自殺者はすべて男性、大多数の 17人がヒンドゥー教徒だった。年齢は 28歳か

ら 70歳まで、内 15人は 35歳以上だった。15人はロックダウン後 1週間以内で自殺した。

全ての自殺者データは 5 月 5 日から 25 日まで、国家の新聞およびウェブサイトから調査し

た。 

インドの 2005 年から 10 年間の自殺率は 10.6/10 万人で、17.3%増加している。2022 年

までにインドでのアルコール消費量は 168 億 L と見積もられる一方、アルコール依存によ

る自殺者の報告は過去 10 年では少なかった。アルコール消費量が多い南部ではロックダウ

ン以後アルコール関連自殺者が認められ、この地域の健康問題が浮き彫りとなった。 

アルコール関連緊急症を予防するために、AWS 患者への対策が行われた。またインド全

土での疫学調査を行い、アルコール依存程度の評価、飲酒量のデータ、消費量増加に関連す

る因子の更新等を実施し、AWSによる今後の自殺者の減少につなげる対策を講じる。 

 

 


